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はじめに 

 

この本は、森林や木にかかわる体験活動を実践している方や活動に取り組み

たいとお考えの方に、森林教育をとらえる座標軸と目的に向けての道筋を提供

するために作成したものです。その内容は、森林や木に関する幅広い教育活動

である「森林教育」について、森林教育のとらえ方、基礎となるプログラム、

プログラムを組み立てた実践例を紹介するものです。Ⅰ概念編だけでも、実践

活動が進む道を示す羅針盤としてお役に立つと考えておりますが、Ⅱ基礎プロ

グラム編とⅢ活動事例編はさらに具体的な活動内容の検討を支援するものです。

地域の学校教育、社会教育、森林・林業、ＮＰＯ等の皆様が持つ様々な立場や

視点、目的、素材を活かすことができるよう工夫いたしましたので、各現場に

おける活動の展開や連携にお役立ていただければ幸いです。 
 
 Ⅰ．森林教育とは－概念編－（別冊） 

森林教育についての概念を整理しました。そこでは、森林教育が多様な活動

内容を含み、広範なねらいに向けて展開が可能なものであることが明らかに

なっています。地域レベルでみた活動の実態や、関係者による活動のとらえか

たに関する調査の結果から、活動のねらいと活動内容の整合や活動の展開方向

を確認するための概念を提示しています。実践活動の再認識や、これからの活

動を考えるための参考になります。 

 

 Ⅱ．こんなに多様な活動があります－基礎プログラム編－（別冊） 

具体的な活動を考える上で基礎となる活動40種の総覧となっていて、概念編

で整理された各活動の姿を具体的にイメージすることができます。40種の活動

それぞれについて、実施時期や場所、対象者、指導者、ねらい、事前準備、留

意事項、展開例が示されています。ねらいに向けてプログラムを組み立てる際

の素材として役立ちます。 

 

 Ⅲ．森林総研による学校や地域との連携から－活動事例編－（本冊） 

森林総合研究所と地域や学校とが連携し、森林教育のねらいに向けて、いく

つかの基礎プログラムを組み立てて実践した事例を紹介したものです。多角的

なねらいに向けて異なる要素を組み合わせた事例、高いねらいに向けて何回も

の活動を積み上げた事例が、具体的な活動の組み立てを考える際のイメージ作

りに役立ちます。 
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Ⅲ－１. 森林教育って何だろう －森林教育のとらえ方－（概要） 

 
 この本では、森林や木に関する幅広い教育活動を森林教育ととらえて、森林

教育についての全体像をみています。Ⅰ分冊では、森林教育の概念を整理して

みました。概要は次の通りです。 

森林教育には、多様な活動内容を含み、広範なねらいに向けて展開が可能な

ものであるといえます。森林での体験活動の内容を、大きく4つ、森林資源、

ふれあい、自然環境、地域・文化として示しています（図-1）。また、森林体験

活動として実際に行われている内容を整理して、13 分類 40 種類を挙げました

（表-1）。 

森林教育のこれらの活動を並べてみると、同じ森林での活動といっても、目

的や内容が大きく異なっています。森林教育の特徴は、このようにいろいろな

内容が含まれており、教育の可能性が広いと同時に、多様な目的を含んでいて

単純にとらえにくいという分かりにくさがあるといえます。 

森林教育として森林での体験活動を実施する場合、必要な体験活動の要素と

して、4 つの要素：①活動の素材や場としての森林、②体験活動を行う主体で

ある体験者、③プログラムやアクティビティなどのソフト、④ 体験の補助・

支援者である指導者があります。この本では、プログラムの内容をキーワード

として、地域レベルでみた活動や関係者による活動のとらえかたを実施時期、

日程、森林、対象者、指導者の点で整理してみたところ、実際に行われている

活動には偏りが見られました。 

 森林資源 
林業 

木工 

森林づくり 

 

地域・文化 
自然観察 

生態系保護 

生物多様性 

ふれあい    
保健休養 

レクリエーション 

自然体験 

野外活動 

図-1 森林教育の内容（イメージ） 

環境問題 

地域学習 

井上(2006）より作成 

自然環境 
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表-1 森林での体験活動 基礎プログラム（13分類40種類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自然とのふれあい・楽しみ
（１）　自然を利用した遊び　・・・・・・・・・・・・・・・・ 　秘密基地づくり、木登り、落ち葉遊び、草花遊びなどをします。

（２）　自然に親しむゲーム　・・・・・・・・・・・・・・・・　自然に親しみ、気づきをはぐくむゲームをします。
（３）　自然に親しむ散歩、散策　・・・・・・・・・・・・・　自然に親しむために散歩や遠足などで自然の中を歩きます。

２．保健休養
（４）　花見・紅葉狩り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　春の花、秋の紅葉など四季の自然を楽しみます。

（５）　心身の健康のための休養　・・・・・・・・・・・ 　心身の健康のために自然で休んだり歩いたりします。
３．野生生物保護

（６）　野生生物保護のための調査　・・・・・・・・・・　動物、昆虫、植物やその生息環境を調査します。

（７）　野生生物保護のための繁殖、飼育　・・・・ 　飼育繁殖や苗木育成、植え付けなどをします。
（８）　野生生物保護のための生息環境整備　・・　草刈りや清掃などをして生物の生息環境を整備します。
４．自然観察・学習

（９）　生物の観察・学習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　動物や昆虫、植物など生物を観察・学習します。
（１０）環境の観察・学習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　水や土、地形などを観察・学習します。
（１１）施設の見学　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　自然の中にあるダムなどの施設を見学します。
（１２）林業の見学　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　伐採などの林業作業を見学します。

５．観察や学習目的の採集
（１３）観察や学習のための動植物採集　・・・・・・　観察や学習のために動物、昆虫、植物などをとります。

６．利用目的の採取
（１４）燃料の採取　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　燃料にするためにたき木や落ち葉などを集めます。

（１５）工作・クラフトのための材料採取　・・・・・・ 　工作やクラフトの材料にする木、木の実、草花などをとります。

（１６）食材の採取　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　食べるために山菜やキノコ、木の実、魚などをとります。

（１７）堆肥つくり　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　堆肥をつくるために落ち葉掃き（落ち葉集め）をして積みます。
７．自然環境整備

（１８）環境整備　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然環境を整備するために草刈り、伐採、清掃などをします。

８．施設作設
（１９）小屋・ツリーハウスづくり　・・・・・・・・・・・・・　小屋やツリーハウスをつくります。
（２０）歩道作り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　散策路、歩道、作業路など歩道をつくります。

（２１）遊具作り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　ターザンロープ、木のブランコ、シーソーなどをつくります。

９．林業作業
（２２）植樹・植林　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　木を育てるために苗木を植えます。
（２３）下刈り・下草刈り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　育てる木の生長を助けるために周囲の草を刈り払います。

（２４）枝打ち　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　良質な木材を得るために余分な枝を切り落とします。

（２５）間伐・除伐　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　森林を健全にするために木の間引き伐採をします。

（２６）伐採　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木材を収穫するために木を伐採します。
（２７）キノコ栽培　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木を伐採してホダ木をつくり菌を植えてキノコを育てます。

（２８）炭焼き　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木を伐採して炭を焼きます。

１０．クラフト
（２９）工作・クラフト　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　木工、つる細工、草木染めなど自然の素材で作品をつくります。
１１．生活

（３０）自然の恵みの食体験　・・・・・・・・・・・・・・・ 　山菜や木の実などを食べます。

（３１）キャンプ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　テントを張り野営します。

（３２）野外料理・食事　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　野外で飯ごう炊さんや自然の素材を使った料理をして食べます。
１２．芸術

（３３）創作活動　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然を対象に写真を撮る、絵を描く、詩を創作するなどします。

（３４）舞台芸術　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然の中でコンサート、演劇などの舞台を演じ鑑賞します。

（３５）展覧会・ギャラリー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然の中で絵や写真などの作品を鑑賞します。
１３．スポーツ

（３６）ハイキング、登山　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然環境をいかして歩いたり登ったりします。

（３７）アスレチック、ロープスコース　・・・・・・・・・ 　フィールドアスレチックなどに挑戦します。

（３８）ゲレンデスキー・スノーボード　・・・・・・・・・　スキー場のゲレンデでスキー・スノーボードをします。
（３９）バックカントリースキー・スノーボード　・・・　ゲレンデではないところでスキー・スノーボードをします。

（４０）冒険コース　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　沢登りなどの冒険的な活動に挑戦します。
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Ⅲ－２. 森林総研による学校や地域との連携活動 

 

森林総合研究所では、森林の研究成果を広く普及することや、森林教育の研究

を目的として、フィールドを活かした教育実践活動を行っています。近年では、学

校や地域と連携した教育活動にも積極的に取り組んでいます。特に森林総合研究

所多摩森林科学園は、森林を総合的に研究する日本で唯一の研究機関として、北

海道から九州までの全国的なネットワークの中で、研究施設の一部である植物園を

一般に公開しており、研究成果の普及、環境教育の拠点となっています。 

ここでは、森林総合研究所で行ってきた森林教育プログラムの中から4つの

事例を紹介します。森林教育の基礎プログラムを組み立て、ストーリー性のあ

る実践内容としています。多角的なねらいに向けて異なる要素を組み合わせた

事例や、高いねらいに向けて1年間に複数回の活動を積み上げた事例などがあ

ります。4つの事例は、森林教育の内容の4つの要素（森林資源、ふれあい、

自然環境、地域・文化：図-2 参照）のうち、2つの内容を組み合わせた事例となっ

ています（各事例の図で該当の要素に色を付けて示しています）。具体的な活動

の組み立てを考える際のイメージ作りにお役立て下さい。 

                        

事例1．赤沼実験林における活動例 （森林資源×ふれあい） 

実施：多摩森林科学園赤沼実験林 

     ＊科学技術振興機構ｻｲｴﾝｽ･ﾊﾟー ﾄﾅｰｼｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(SPP)事業：実験林を利用した森林

体験学習（2007 年度～） 

事例2．連光寺実験林における活動例 （森林資源×自然環境）  

実施：多摩森林科学園連光寺実験林  

     ＊森林総合研究所ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ：都市近郊林の保全・利用のための生態系モニタリングを融

合した環境教育活動モデルの開発（2008

年度～）。 

事例3．多摩森林科学園における活動例  

（自然環境×ふれあい） 

    実施：多摩森林科学園 

事例4．やぶこぎ探検隊における活動例  

（森林資源×地域文化） 

実施：関西支所 

 

図-2 森林教育内容の 4 つの要素 

 森林

資源 
ふれ

あい 

 地域・

文化  自然

環境 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例1 

森林資源、ふれあいを取り入れた活動 

－赤沼実験林における活動例－ 

 

 

実    施：森林総合研究所多摩森林科学園、 

筑波大学附属坂戸高校 

キーワード：森林資源（林業体験） 

ふれあい（野外活動）、高校生 

概要 

森林総合研究所多摩森林科学園では、森林体

験で実施事例の少ない高校生の森林教育についての調査研究を行うために、

2007 年から筑波大学附属坂戸高校と連携した教育実践を行っています。同校は、

埼玉県坂戸市にある総合学科高校で、体験活動や社会とのかかわりを通じて、新し

い自分や適性を発見した進路選択、考えることを学ぶことを重視した教育を展開し

ています。自然や環境については、生物資源・環境科学系列が設定され、2 年次か

らの選択によって農業や環境についての専門的な内容を学校の農場を活用して体

験的に学びます。森林体験活動の取組みの導入は、系列の選択科目の校外学習

で、同校の近くにある多摩森林科学園赤沼実験林を活用した森林教育を取り入れ

ることで環境学習の幅を広げること、地域学習、また 1 年次には自然や環境への意

欲・関心を持つきっかけとしての体験学習、3 年次の「課題研究」として各自が研究

テーマを設定した調査活動を行うための課題発見活動として考えています。学校か

らの移動はバスで約30 分です。 

 活動の内容は、高校では森林に触れる機会が少ないことから森林とのふれあい

を重視しながら、他では体験しにくい林業作業の体験を中心に、森林調査とレクリ

エーション企画（ピザづくり）を取り入れました。林業作業は、研究所の実験林として

実施できるものから、植林、下刈り、間伐としました。森林体験活動を通じ、学校で

学ぶ環境問題や森林の働きの学習を補完し、実感して学ぶことを目指しています。 

＊本事業は科学技術振興機構の SPP 事業として実施しました。 

 

目標 

1）森林での活動の楽しさを感じ、仲間との共同作業を体験すること。 

2）森林の育成や環境の保全についての興味を引き出し、理解を促すこと。 

3）地域での活動から自然や作業のマナーを学び、キャリア教育につなげる。 

 地域・

文化  自然

環境 

 森林

資源 
ふれ

あい 
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年間計画 

2007 年８月 森林体験 1 下刈り・森林調査  

2008 年１月 森林体験 ２ 植林・間伐・ピザづくり   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         森林体験1   森林調査－木の直径の測定－ 

 

 

森林体験2 林業体験－植林（クルミ）－          ピザづくり 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例1 （森林資源×ふれあい） 

活動プログラム 

森林体験１ 下刈り・森林調査 

実施日時 2007年８月 9:30～15:30 

実施場所 森林総合研究所赤沼実験林 

対象者  高校生27名 

指導者  森林総合研究所5名、高校１名 

１．内容 

 森林内での体験活動の導入として、森林への理解を深めるための森林調査と、

夏に行う林業作業として下刈り体験を行いながら、森林や林業に対する理解を

深め、興味、関心を喚起するきっかけづくりとしました。初めて訪れる地域の

森林なので、出会いを大切にするために交流や見学（伐採現場）を取り入れま

した。林業体験（下刈り）では、森林を守り育てるための活動についての理解

を深めることと、作業後の道具の片付け（鎌とぎ）までの一連の作業を行いま

した。森林調査では、直径、樹高の測定、樹種の調査を通じて、多様な森林の

樹木についての理解を深めました。 

 

２．事前準備 

（林業作業） チェーンソー 

（下刈り）  下刈り鎌、ヘルメット、砥石、バケツ、オイル 

（森林調査） 直径巻き尺、樹高測定器、ガンタッカー、テープ、 

（各自）   実習服（体操服：長袖）、帽子、長靴（運動靴）、軍手、タオル、

水筒、昼食、筆記用具、ワークシート、雨カッパ、バインダー 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）道具、刃物類の取り扱いに注意。 

  2）熱中症対策（水分補給）、虫や蜂（長袖長ズボン）、救急対応に配慮。 

  3）緊急時の連絡、対応の体制の確保。 

 ・指導のポイント 

  1）専門的な学習を深めていないので、説明は丁寧に、優しい用語で行う。 

  2）あいさつ、仲間との協力を重視する。特に指導者と対象者は初対面なの

で、体験活動を行える雰囲気づくりに気を配る。 

  3）対象者は森林体験は初めてなので、体験活動の注意事項を確認し、体力

や技術面に配慮しながら、有意義な体験となるように支援する。 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (30分) 

開会式 実習説明 

 研究所紹介、指導者紹介、諸注意 

 

実習服に着替えて集合 

見学 

 (30分) 

伐採現場見学 

 チェーンソーを使った伐倒の見学 

 

実習１ 

 (60分) 

林業体験（下刈り） 

鎌での下刈り林業作業を全員で実施。 

２班体制 入れ替え制 

（生徒14、指導者3） 

実習２ 

 (60分) 

森林調査 

木の大きさ（直径、樹高）測定、木に

番号をつける。２人１組で実施、記録。 

 

体験まとめ 

 (15分) 

道具の片付け（鎌とぎ） 

 砥石で下刈り鎌を研ぎ、油を塗る。 

 

左ききの生徒は注意 

まとめ 

(15分) 

閉会式 実習の感想とまとめ 

 森林（人工林）を維持するには森林の

保育作業が必要であること。森林での作

業は、木が大きく面積が広いので労力が

必要である。 

 

＊体験を通じて感じたこと、考

えたことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             森林体験 下刈り 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例1 （森林資源×ふれあい） 

活動プログラム 

森林体験２ 植林・間伐・ピザづくり 

実施日時 2008年１月 9:30～15:30 

実施場所 森林総合研究所赤沼実験林 

対象者  高校生27名 

指導者  森林総合研究所5名、坂戸高校１名 

１．内容 

 夏に引き続き冬の森林内での体験活動として、植林と間伐の体験実習を行い

ました。2 回目なので、実習時間を長く設定しました。植林は、研究所の研究

上の作業として当該年度に予定されていたものですが、高校との連携事業とし

ては、次年度以降も継続的に成長を調べてゆくことを目指した活動です。間伐

は、冬の林業作業で、学校で伐採した木材を活用したいという需要にも答えた

活動として実施しました。また、夏に体験した森林調査を活かして、伐採する

樹木の調査（樹幹解析）を行うことで、木の大きさを理解することにもつなが

ります。 

  

２．事前準備 

（植林）山くわ、支柱、苗木（クルミ）、メジャー、名札、ヘルメット 

（間伐）ノコギリ、チョーク、直径巻き尺、樹高測定器、 

（ピザ）ピザ釜（ドラム缶を利用）、ピザ用皿等道具類、薪。 

ピザ材料（小麦粉・ｲｰｽﾄ・ﾋﾟｻﾞｿｰｽ・ﾁｰｽﾞ・トッピング材料等） 

（各自）実習服（体操服）、防寒着、長靴、水筒、タオル、筆記用具、 

雨カッパ、軍手、ワークシート、バインダー 

 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）道具、刃物類の取り扱いに注意。 

  2）寒い時期なので、準備体操、休憩時での体調管理に配慮。 

  3）安全管理上、ヘルメットを着用。 

  4）緊急時の連絡、対応の体制を確保。 

 ・指導のポイント 

  1）専門的な学習を深めていないので、説明は丁寧に、優しい用語で行う。 

  2）あいさつ、仲間との協力を重視し、楽しい体験活動の雰囲気づくり。 



 - 11 - 

  3）体験活動の注意事項を確認し、体力や技術面に配慮。 

 

４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (30分) 

開会式 実習説明 

 研究紹介、諸注意、準備体操 

 

実習服に着替えて集合 

実習１ 

 (90分) 

林業体験（植林） 

穴を掘り、クルミ苗（2m 前後）を植える。

植え付け後苗が倒れないように支柱をする。

２人１組で作業を行う。 

２班体制 入れ替え制 

（生徒14名、指導者3） 

 

実習２ 

 (90分) 

間伐・樹木調査 

木の大きさ（直径、樹高）を測定、記録。

木の倒し方を学び、伐採（間伐）。 

伐採した木は2mの長さに玉切りする。 

２人１組で実施。  

 

伐採した木は約2mの丸太に

して集めておき、有効利用

できるようにしておく。 

 

（樹幹解析を説明する） 

まとめ 

(15分) 

閉会式 実習の感想 

 木を植える目的（研究との関係）、木を伐

る目的（間引き）を再確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                森林体験 間伐 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例2 

森林資源、自然環境を取り入れた活動 

－連光寺実験林における活動例－ 

 

実    施：森林総合研究所多摩森林科学園  

多摩市立連光寺小学校 

キーワード：自然環境（自然観察） 

森林資源（林業体験）、小学生 

 

 

概要 

森林総合研究所多摩森林科学園では、都市近郊に残された森林における森林

教育についての調査研究を行うために、2006 年から多摩市立連光寺小学校と連携

した教育実践を行っています。同校は、東京都多摩市にある小学校で、指導の基

本方針の一つとして、地域の豊かな自然環境、施設、人材を活用した課題追求型

の総合的な学習の時間の実践を掲げています。森林体験学習は、５年生の総合的

な学習の時間として１年間にわたり取り組まれたもので、同校の近くにある多摩森林

科学園連光寺実験林を活用して行われたものです。同校から実験林までの移動は

徒歩で約10 分です。 

 森林に触れる経験が少ない子どもたちが、総合的な学習の時間のテーマである

「わたしと連光寺の雑木林」に向けて課題追求・解決型の学習を進められるよう、前

半では森林とのふれあいを重視しながら、次第に自然環境に対する興味、関心の

追求を深め、後半では森林資源の切り口から森林と自分たちの関わりまで学習を展

開できるよう工夫しました。前半では個人テーマを生かすために、自然環境の動植

物などの要素を個別に扱い、後半では共同作業等を通じて仲間と共に自然と向き

合い、目標を達成できるように活動を構成しました。 

 

目標 

1）自然への興味、関心を引き出すこと。 

2）自然の不思議を追求する課題を設定し、解決する力をつけること。 

3）地域の自然に気づき理解すること。 

4）自然と自分たちの生活のつながりに気づき、理解すること。 

 

 

 ふれ

あい 

 地 域 ・

文化  自然

環境 

 森林

資源 
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年間計画 

2008 年 ５月  森林体験 １ 森林ウォークラリー  

2008 年１０月  森林体験 ２ テーマ別探索 

2008 年１２月  森林体験 ３ タケ伐採 

2009 年 １月  森林体験 ４ 炭焼き 

 

 
 
 
 
 
 

森林体験１ 虫こぶ観察 
 
 

森林体験2 池探索 
 
 
 
 
 
 

森林体験３ タケの玉切り 
 
 
 
 
 

 森林体験４ 炭焼き 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例2 （森林資源×自然環境） 
活動プログラム 

森林体験１ 森林ウォークラリー 

実施日時 2008年５月 9:30～10:30 

実施場所 森林総合研究所連光寺実験林 

対象者  小学生27名 

指導者  専門家9名、小学校2名 

１．内容 

 日常生活の中で自然に触れる機会が少ない子どもたちの森林体験活動の導入

として、自然の姿にふれて何かに気づいたり、不思議に思ったりするために、

楽しく自然の様々な要素に接することをねらいとしました。多様な要素にふれ

られるように、動植物や土など６テーマの課題をチェックポイントとする

ウォークラリー形式とし、４～５名の班行動で課題に挑戦する形としました。

各チェックポイントには専門家を配置し、子どもたちの興味、関心を引き出す

よう支援しました。 

 

２．事前準備 

（ウォークラリー）チェックポイント看板 

（樹木） 私はこんな木カード、樹名板、デジタルカメラ 

（イモリ）水槽、バット 

（昆虫） ルーペ、チャート 

（色）  カラースティック、デジタルカメラ  

（土壌） 枠、バット、台紙、透明シート 

（各自） 長袖、長ズボン、帽子、バインダー、筆記具 

 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）移動時に走らないよう注意。 

  2）緊急時の連絡、対応の体制の確保。 

 ・指導のポイント 

  1）感性を働かせて自然の要素にふれられるよう配慮する。 

  2）知識を与えることよりも、興味、関心を引き出すよう配慮する。 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (5分) 

挨拶 ウォークラリー説明 

 指導者紹介、諸注意 

 

服装、持ち物の確認 

ｳｫｰｸﾗﾘｰ 

 (75分) 

ポイント0 マスターマップ 

ポイント1 樹木探索（植物） 

ポイント2 卵観察（イモリ） 

ポイント3 虫こぶ観察（昆虫） 

ポイント4 自然の色さがし（色） 

ポイント5 土壌観察（土） 

ポイント6 ロープゲーム（仲間） 

 

まとめ 

(10分) 

ふりかえり 

 感想、まとめ 

＊体験を通じて感じたこと、考

えたことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の色さがし 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例2 （森林資源×自然環境） 
活動プログラム 

森林体験２ テーマ別探索 

実施日時 2008年10月 9:00～12:00 

実施場所 森林総合研究所連光寺実験林 

対象者  小学生79名 

指導者  専門家9名、小学校4名 

１．内容 

 初回の森林ウォークラリーで自然の様々な要素に接し、各自の興味、関心か

ら個人の追求テーマを決めて、調べ学習や夏休み中の学習を進めてきました。

ここでは、これまで追求してきたテーマについて、改めて森林を訪れて確かめ

たり、深めたりすることをねらいとしました。個々のテーマを受け止められる

ように、樹木、イモリ・両生類・は虫類、昆虫・クモ、ほ乳類、鳥、キノコの

６チームを設定し、自分のテーマに合うチームに参加する形としました。各チー

ムには専門家を配置し、子どもたちの追求を支援しました。 

 

２．事前準備 

（樹木）  測竿、直径巻き尺、ノコギリ、図鑑 

（イモリ） 水槽、バット 

（昆虫）  捕虫網、ルーペ、展翅台、標本 

（ほ乳類） ハサミ、ピンセット、バット、手袋、標本、図鑑  

（鳥）   写真、標本 

（キノコ） 袋 

（各自）  長袖、長ズボン、帽子、バインダー、筆記具 

 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）移動時に走らないよう注意。 

  2）道具類の使用に際しての安全注意。 

  3）スズメバチの被害回避。 

  4）緊急時の連絡、対応の体制の確保。 

 ・指導のポイント 

  1）興味や疑問に対して体験を通じて応えるよう配慮する。 

  2）絞り込みや明確化を意識した対応をするよう配慮する。 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (15分) 

挨拶 活動説明 

 指導者紹介、諸注意 

 

服装、持ち物の確認 

テーマ別探

索 

 (140分) 

樹 木：樹木測定、伐倒、年輪観察 

イモリ：池探索、観察 

昆 虫：採集、標本作製 

ほ乳類：食痕探し、解剖、観察 

鳥  ：観察 

キノコ：観察、採集 

 

まとめ 

(25分) 

ふりかえり 

 感想、まとめ 

＊体験を通じて感じたこと、考

えたことを発表する。 

 

 

食痕探し 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例2 （森林資源×自然環境） 
活動プログラム 

森林体験３ タケ伐採 

実施日時 2008年12月 9:00～10:30 

実施場所 森林総合研究所連光寺実験林 

対象者  小学生27名 

指導者  専門家4名、小学校2名 

１．内容 

 ２回の体験活動を通じて地域の自然の様々な面に気づき、興味、関心に沿っ

た観察や学習を進めてきました。ここでは、次回の炭焼き体験の材料となるタ

ケ材を得るための伐採作業を通じて、これまで追求してきた地域の自然と自分

たちの生活のつながりに気づくことをねらいとしました。４班に分かれてマダ

ケ林に入り、各班２本を伐採、搬出し、続いて玉切り作業と割り作業を行い、

タケ材を集積する形としました。各班には専門家を配置し、子どもたちが安全

に作業できるよう支援しました。 

 

２．事前準備 

（作業） タケ挽きノコギリ、タケ割り器、チャート 

（各自） 長袖、長ズボン、帽子、軍手、タオル 

 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）移動時に走らないよう注意。 

  2）道具類の使用に際しての安全注意。 

  3）緊急時の連絡、対応の体制の確保。 

 ・指導のポイント 

  1）作業に真剣な気持ちで取り組めるよう支援する。 

  2）タケの利用について理解できるようチャートを使用して支援する。 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (5分) 

挨拶 活動説明 

 指導者紹介、諸注意 

 

服装、持ち物の確認 

作業 

 (70分) 

伐採する 

広場に搬出する 

80㎝に玉切りする 

割る 

節をとる 

集積する 

 

まとめ 

(15分) 

タケと私たちの話し 

 

ふりかえり 

 感想、まとめ 

タケが生活に利用されてきた

ことを紹介する。 

体験を通じて感じたこと、考え

たことを発表する。 

 

 

タケ伐採 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例2 （森林資源×自然環境） 
活動プログラム 

森林体験４ 炭焼き 

実施日時 2009年１月 

第１日目 8:50～15:30 

第２日目 10:00～11:30 

実施場所 森林総合研究所連光寺実験林 

対象者  小学生79名 

指導者  専門家13名、小学校4名 

１．内容 

 前回は雑木林と自分たちの生活のつながりに気づくことをねらいとして、自

らタケを伐採して炭焼きの材料を準備しました。ここでは、炭焼き体験を通じ

てこれまで追求してきた地域の自然と自分たちの生活のつながりを認識するこ

とをねらいとしました。５班に分かれて第1日目は炭窯作り＝穴掘りから始め

て焚き口の閉鎖まで行い、第２日目に出炭を行う形としました。各班には専門

家を配置し、確実に炭が焼けるよう支援しました。炭焼き作業の合間には、雑

木林を構成する動植物や環境のつながり、さらに人間とそれらの関係について

ワークショップを通じて確認しました。また、たき火で焼き芋や花炭作りも楽

しみました。 

 

２．事前準備 

（作業） スコップ、煙突、火ばさみ、バケツ、炭材、落ち葉 

（各自） 長袖、長ズボン、帽子、軍手、タオル 

 

３．留意事項 

 ・安全面の配慮  

  1）移動時に走らないよう注意。 

  2）道具類の使用に際しての安全注意。 

  3）緊急時の連絡、対応の体制の確保。 

 ・指導のポイント 

  1）作業に真剣な気持ちで取り組めるよう支援する。 

  2）雑木林のつながりへの理解をワークショップで支援する。 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

◆１日目 

導入 

 (20分) 

 

挨拶 活動説明 

 指導者紹介、諸注意 

 

 

服装、持ち物の確認 

作業 

 (180分) 

窯作り 

点火 

 

昼食 

(40分) 

昼食  

活動 

（100分） 

森林教室 

 雑木林のつながり 

たき火 

 焼き芋、花炭 

２つに分かれて森林教室とた

き火を入れ替わりで体験する。 

片付け 

(50分) 

焚き口閉鎖 

片付け 

ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

 

体験を通じて感じたこと、考え

たことを発表する。 

◆２日目 

導入 

（5分） 

 

挨拶 活動説明 

 

作業 

（50分） 

出炭 持ち帰る炭が問題なく分配さ

れるよう配慮する。 

まとめ 

(15分) 

ふりかえり 

 感想、まとめ 

体験を通じて感じたこと、考え

たことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑木林のつながりを確認 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例3 （自然環境×ふれあい） 

自然環境、ふれあいを取り入れた活動 

－多摩森林科学園における活動例－ 

  

 

実   施：森林総合研究所多摩森林科学園  

東京都八王子市立城山小学校 

キーワード：自然環境（森林のガイドウォーク） 

ふれあい（自然体験）、小学生 

 

概要 

森林総合研究所多摩森林科学園では、試験研究用の施設を一般の方々のため

に開放しています。樹木園15ha には、国内外の樹種 620 種（約 6,000 本）、遺伝子

保全のためのサクラの保存林（250 種、約1,700 本）があり、森の科学館ではパネル

や映像などで森林についてわかりやすい解説をしてあります。多摩森林科学園は、

東京の高尾山からすぐ近くというアクセスの良さもあり、多くのハイカーの方や、幼

稚園や保育園、小学校などの校外学習や遠足などの来園があります。 

多摩森林科学園では、森林での環境教育の拠点として教育活動を支援するため

に、学校での団体利用向けの解説や活動支援を行っています。本事例は、多摩森

林科学園まで徒歩で来園できる近隣の小学校が、校外学習の一環として来園した

際に実施したプログラムです。 

活動は、小学校3年生の校外学習として、森林に触れる機会が少ない子どもたち

に、五感を通じた森林とのふれあいを重視しながら、自然の観察を行うことを目的

に実施しました。小学校がある八王子市は、みどりの豊かな地域ですが、遊べる場

所は公園など手入れされたみどりで、高尾山などの自然公園では森林に立ち入る

ことができません。そのため、普段は森林の奥深い雰囲気を感じることは少ないた

め、他では体験しにくい森林の雰囲気を五感で感じることを重視した自然観察とし

ました。ここでは 2 つの活動を紹介します。森林体験活動を通じ、自然や森林の雰

囲気や不思議さを体感し、地域の自然に関心を持つことを目指しています。 

 

目標 

1）森林での活動を通じて、五感を使って森林を感じ、森林に親しむ。 

2）森林の木、生き物、川についてふれ、理解する。 

3）地域の身近な自然とのかかわり方のマナーを学ぶ。 

 森林

資源 

 地域・

文化 

ふれ

あい 

 自然

環境 
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年間計画 

2007年5月 森林体験1－森林ってどんなところ？－  
2008年5月 森林体験２－森林に親しむガイドウォーク－   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         森林体験 森林の中で耳を澄ます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         森林体験 多摩森林科学園のガイドウォーク 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例3 （自然環境×ふれあい） 
活動プログラム 1 

森林ってどんなところ？ 

－森林探検・自然観察－ 

実施日時 2007年5月 9:30～10:30 

実施場所 森林総合研究所多摩森林科学園 

対象者  小学校3年生2クラス72名 

指導者  森林総合研究所3名、学校2名 

１．内容 

小学校中学年の活動として、森林に触れる機会が少ない子どもたちに、五感を

通じた森林とのふれあいを重視しながら、自然の観察を行うことを目的に、視覚を

使った活動と、川を中心とした環境での聴覚を使った活動（自然観察）を行いました。

他では体験しにくい森林の雰囲気を感じることを通じて、地域の自然に目を向け、

自然や森林を体感し、自然での活動の楽しさを感じ、自然と関わるマナーを知るこ

とを目指しています。 

 

２．事前準備・留意事項 

  ルートの安全確保。生徒の体調管理。緊急時の体制づくり。 

 ・指導のポイント 

  1）説明をしすぎず、生徒が感じることを優先した活動とする。 

  2）あいさつ、仲間との協力を重視し、体験活動を行う雰囲気づくり。 

３．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入(10分) 開会式  

実習説明、諸注意、マナーの説明 

勝手に行動しない。森の中のも

のを取らない。足元注意。 

実習1 

  (20分) 

森林へ出発 

・好きな木を探してみよう 

・森林の中の色を見つけよう 

２班体制 入れ替え制 

 

実習2 

  (20分) 

森林への探検 

・川をさかのぼってみよう 

・森林の生き物たち 

川のそばで耳を澄まして自然

の音を聞く。痕跡などから森林

の生き物を想像する。 

まとめ 

  (10分) 

森林はどんなところだったかな？   

各自の体験をまとめる。 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例3 （自然環境×ふれあい） 
活動プログラム 2 

森林と親しむガイドウォーク 

－樹木観察・森林の冒険（生き物観察）－ 

実施日時 2008年5月 9:30～10:30 

実施場所 森林総合研究所多摩森林科学園 

対象者  小学校3年生3クラス100名 

指導者  森林総合研究所4名、学校4名 

１．内容 

小学校中学年の活動として、森林に触れる機会が少ない子どもたちに、五感を

通じた森林とのふれあいを重視しながら、自然の観察を行うことを目的に実施しまし

た。生き物の存在を感じるために、より深い森林の中への冒険を通じて生き物観察

をすることを取り入れたガイドウォークを企画しました。他では体験しにくい森林の

雰囲気を感じることを通じて、地域の自然に目を向け、自然や森林を体感し、自然

での活動の楽しさを感じ、自然と関わるマナーを知ることを目指しています。 

２．事前準備・留意事項 

  ルートの安全確保。生徒の体調管理。緊急時の体制づくり。 

 ・指導のポイント 

  1）生徒が感じることを優先し、無理はさせないようにする。 

  2）仲間との協力を重視して、体験活動を行う雰囲気づくり。 

３．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入(10分) 開会式  

実習説明、諸注意 

 

 

実習1 

  (15分) 

森林へ出発 

① 森林で見つけたもの 

② 紫の花（落ちている）の木さがし

③ 山の神 のお話 

3班体制  

森林で散策をしながら、 

3つのポイントで活動する。 

実習2 

  (25分) 

森林への冒険 

① 巣箱のそばで鳥の声を聞く 

② けもの道、動物の巣探し 

しゃべらずに生き物を探す。 

 目・耳・鼻・手（触覚）を使っ

て生き物の存在を感じる。 

まとめ 

  (10分) 

森林はどんなところだったかな？   

各自の体験をまとめる。 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例4 （森林資源×地域・文化） 

森林資源、地域・文化をとりいれた活動 

－やぶこぎ探検隊における活動例－ 

 

実   施：やぶこぎ探検隊 

（協力）森林総合研究所関西支所 

キーワード：森林資源（林業体験） 

地域・文化、 

 

 

 

概要 

やぶこぎ探検隊は、滋賀県大津市の琵琶湖西岸地域で活動している市民グ

ループで、地域の里山の管理を中心としながら、定期的な活動を実施しています。

やぶこぎ探検隊には、専門家として、また会の運営者として森林総合研究所関西支

所の職員が協力をしています。大人の活動に加えて、子どもたちが自然や森林と

ふれあいながら森林について学ぶための活動も行っています。身近な地域の雑木

林などの里山での活動が特色となっており、森林と親しむことからさらに発展して、

地元（比良山麓）で昔から森林と関わってきた技術を取り入れた地域文化にかかわ

る活動も行っています。 

 

活動事例 

森林体験1－森のビンゴ－  
森林体験２－冬の雑木林で落ち葉とたわむれる－ 
森林体験３－昔の薪の運び方－   

 

はしご車 

 ふれ

あい 

 自然

環境 

 森林

資源 

 地域・

文化 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例4 （森林資源×地域・文化） 
活動プログラム 

森林体験1－森のビンゴ－ 

実施日  冬季以外 1～1時間30分 

実施場所 雑木林 

対象者  小学校3～4年生以上30名程度 

指導者  森林の専門家、教員4～5名 

１．内容 

 森の中が単調な世界ではなく、非常に多様なものから成り立っていることに

気付くことがねらいです。そして、森林のことやふだんの生活を考えるうえで

ポイントになる要素をビンゴの中にちりばめ、解説を通して自然に対する興味

を深めます。 
 
２．事前準備 

 「森のビンゴ」カード、採集用の袋、以上各人数分、採点用の筆記具 
 ビンゴカードはあらかじめその森にありそうなもの、その森のことを知る上

で大事なものをピックアップして数種類作成しておく必要があります。 
３．留意事項 

 森林内での危険生物（蜂等） 
 ビンゴの要素を探し回る範囲の確定と、補助者による範囲の指導、危険個所

に近づかない、危険な行動をしないよう誘導 
 

４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

 (30分) 

開会式 実習説明 

 班分け、ビンゴのルール説明、諸注意

 

 

活動 

 (30分) 

ビンゴの要素探し 

 １人１枚カードを持ち、森の中でカー

ドにあるものを探して集める。 

 

集めたものは、袋に入れてお

く。 

活動まとめ 

 (20分) 

回収・採点、 

集めてきたものの説明 

 

森林の中の自然ガイド 

まとめ 

(10分) 

ふりかえり ＊体験を通じて感じたこと、考

えたことを発表する。 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例4 （森林資源×地域・文化） 
活動プログラム 

森林体験2－冬の雑木林で落ち葉とたわむれる－ 

実施日  秋（落葉期）1時間30分～2時間 

実施場所 雑木林 

対象者  小学校低学年～ 

指導者  数名 

１．内容 

 冬の雑木林にも楽しみがあることを感じるとともに、春に備えて様々な工夫

をして冬を越す植物（動物）の姿を観察します。落ち葉は集めれば畑の肥料に

なり、おいしい野菜が食べられることにも気付きます。 
 
２．事前準備 

 軍手、熊手（あるいはホウキ）、落ち葉を詰める袋もしくは箱枠（堆肥化する

場合）、ルーペ、接写できるデジタルカメラ、冬芽図鑑、（あれば）落ち葉堆肥

で育てた野菜（焼き芋などに） 
 
３．留意事項 

 寒さと天候に注意 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉かき 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

  

開会式  

 班分け、活動説明、諸注意 

 

 

活動 

 (60分) 

落ち葉集めの活動 

落ち葉の観察と落ち葉かき 

落ち葉のクッションづくり 

ネイチャーゲーム（落ち葉の中に身を潜

めて森の音や風を感じる） 

森林の中での観察活動 

冬芽の観察、食痕の観察 

雑木林の中での活動 

 

発展活動 

  

落ち葉の堆肥づくり 

 箱詰め、袋詰め、運搬 

堆肥を使った畑からの収穫物を味わう 

畑での活動 

 

収穫物を使った料理など 

まとめ 

 

ふりかえり ＊体験を通じて感じたこと、考

えたことを発表する。 

 

 

 

落ち葉の畑へのすきこみ         野菜の収穫・販売 
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森林総研による学校や地域との連携活動事例4 （森林資源×地域・文化） 
活動プログラム 

森林体験3－昔の薪の運び方－ 

実施日  秋・冬（積雪以外）2～3時間以上 

実施場所 雑木林 

対象者  小(高学年)～中･高･大学生、大人 

指導者  森林専門家・林業技術者など数名 

補助者  できるだけ 

１．内容 

 ある程度、雑木林の意義を理解した層を対象に、実際に木を伐って運び出し、

薪にするところまでの体験を行います。薪に適した木があることや、木の伐採

には時期や場所などにいろいろなルールがあったこと、運び出すやり方に地

形・自然条件に応じた様々な地域の工夫があること、搬出の作業が実は大きな

労力であったこと、薪割りの楽しさ、などを学び体験します。 
 
２．事前準備 

 軍手、伐倒用手ノコ、ナタあるいは手鎌、ヘルメット、背負子など運搬用の

伝統民具、薪割り用オノ（ヨキ）、ロープ 
 事前にできるだけ平坦で安全に作業ができ、所有者や周辺に伐採の了解をも

らえる雑木林を探しておきます。ナラ類のあまり大きくない林がよいでしょう。 
 
３．留意事項 

 刃物の扱いには十分注意する。また、小径木でも樹木の伐採に際しては周囲

に十分気をつけるよう指導する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

手のこで伐採 
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４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

導入 

  

開会式  

 活動説明、諸注意 

 

 

活動 

 (60分) 

薪に適した木の選別 

伐採のルールの説明と作業 

・伐採、枝払い、玉切り 

 ・太いものは割る 

・細い薪の束をしばる 

搬出 

伝統的民具を使った搬出 

 

作業は地域でのやり方に従う。

玉切り：120cmくらい 

40cm程に玉切りって割る。 

ツルや低木枝でしばる 

 

背板・とんぼ車を利用 

発展活動 

  

・伐採にあわせて、年輪解析を行う。 

・搬出した木の利用 

  薪ストーブでの活用 

  しいたけのほだ木としての活用 

・伐採した木からの萌芽枝の観察 

 

まとめ ふりかえり  

 

 

 

        とんぼ車で運搬              背板 
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森のビンゴゲーム（例） 

ルール 

森の中でビンゴを目指して宝物を探そう。 

 集合場所には、時間通りに帰ってこよう。 

 

 

 

 

 

               

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林体験2 落ち葉の堆肥づくり 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

森林体験3  薪割り 

ﾄﾞﾝｸﾞﾘ キノコ 植物の

ツル 
ササの

葉 
ｽｷﾞの

葉 
鳥の 
はね 

ﾏﾂ 
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